
初小まつ初小まつりり

メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
　
年
も
の
間
活

１６

動
し
て
き
た
立
田
義
勝
氏
が
、
顕
著
な
功
績

を
収
め
た
と
し
て
、
留

萌
振
興
局
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
松
浦
留

萌
振
興
局
長
か
ら
立
田

氏
へ
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
田
氏
に
は
、
今
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
　
月
　
日
）

１１

１２

民 留
萌
振
興
局
長
表
彰
 表
彰
式

隠

１１月のこ んなこ とあんなこ と

 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
月
７
日
）

１１

今●１１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別村文化祭３松

納税功労者表彰
ほしっこくらぶ
初小まつり

７昌

インフルエンザ予防接種（有明）８昭
税の書道展（１６日まで展示）９晶

インフルエンザ予防接種（豊岬）
図書館開放日

１０松

なんでも体験クラブ１１掌
４面ミニバレー１３昇
インフルエンザ予防接種（初山別）１７松
村民バドミントン大会１８掌
ふれあいサロン（豊岬・有明）２１昌
減災研修会２２昭
図書館開放日２４松

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１１

年
に
わ
た
り
納
期

内
納
税
の
継
続
・

納
税
思
想
の
普
及
に
寄

与
し
た
組
合
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
有
明

３
の
上
納
税
貯
蓄
組
合

（
村
田
寿
宏
組
合
長
）
が

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

（
　
月
７
日
）

１１

長

を
テ
ー
マ
に
、
村
租
税
教
育
推
進
懇
談

会
が
主
催
す
る
書
道
展
が
行
わ
れ
、
自

然
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
　
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
児

４４

童
・
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税

中　　学　　生受 賞 区 分小　　学　　生受 賞 区 分

（２年生）大井　 麻衣初山別村長賞特
別
賞

（３年生）長谷川省二初山別村長賞特
別
賞 （３年生）原　 みずな初山別村教育長賞（６年生）麻里　 桃子初山別村教育長賞

（３年生）三浦　 愛可金 賞懇
談
会
会
長
賞

（５年生）小川　 結羽金 賞懇
談
会
会
長
賞

（１年生）楠本　 眞大銀 賞（５年生）立田　 宗矢銀 賞

（２年生）土門　 来夢銅 賞（４年生）井上　 愛海銅 賞

平
成
　
年
度

３０

納
税
功
労
者
・
団
体
表
彰

第
　
回
 
初
山
別
村

３１
小
・
中
学
生
税
の
書
道
展

☆初参加 えい☆初参加 えいとと　くん☆くん☆

次
回
、
　
月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」は
、

１２

１９

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。



韻

　秋も深まる１１月。初山別村文化祭の季節がやってきました。作品展示は１日から３日間、

芸能発表会は３日の午後からで、この日は人形劇や絵本の読み聞かせなども実施されてお

り、１日中楽しめる内容となっていました。その様子の一部をお届けします。

平成３０年度 「初山別村文化祭」開催　１１月１～３日

◆  番外編  ◆

①「ぽっかぽか」による絵本の読み聞かせ
→最後はじゃんけんに勝った子から順に、

お菓子をもらいました☆

②「トランク機械シアター」による人形劇
→ねじまきロボットのアルファー（写真

左）は、ひとりでネジを巻けるかな？

③④ささえ愛「あい竃あい」によるバザー
→メニューはうどん・おにぎり・いなり

寿司。ピーク時は、会場に入りきれな

いほどのお客さんが訪れました。

▲独吟の後は音楽に合わせて、

「独眼竜正宗」を４人で力強く

吟じました。

▲保育所園児や「えるむ」の子

供たちの作品、村内の写真・書

道愛好家の方々の作品が展示さ

れました。

▲８名の参加者の方々（と、司

会者）が自慢の喉を披露しまし

た。最後の一人の発表時は、み

んな一緒にステージへ…！

　遠別樹遠太鼓の遠別樹遠太鼓の会会 　詩吟サーク詩吟サークルル 　さわやかコーラス愛好さわやかコーラス愛好会会

　幼児・一般の方による作幼児・一般の方による作品品

　ピアノ演ピアノ演奏奏

　うみねこサークうみねこサークルル

　手芸品の展手芸品の展示示 　小中学生による図画工小中学生による図画工作作 　華道作品の数華道作品の数々々

①①　　②②

③③　　④④



　

第
 ０
 期
（
昭
和
　
～
　
年
） 

３６

３９

　
明
確
な
担
当
者
の
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
第
１
号
の
発
行
日
は
昭
和
　３６

年
　
月
１
日
で
す
。
こ
の
後
の
発
行
は
不
定
期
で
発
行
日
も
特
に
定
ま
っ
て
い

１１
な
い
よ
う
で
し
た
。
昭
和
　
年
５
月
ま
で
に
計
　
号
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

３９

１７

　
広
報
誌
の
サ
イ
ズ
は
Ｂ
５
版
で
、
今
の
広
報
誌
で
は
当
た
り
前
の
「
●
月
号
」

等
の
表
記
、
印
刷
会
社
の
表
記

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
４
コ
マ
漫
画
や
詩
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

《
主
な
出
来
事
》

・「
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
の

　
第
１
号
が
発
行
さ
れ
る

　

第
 １
 期
（
昭
和
　
～
　
年
） 

３９

４７

　
昭
和
　
年
８
月
　
日
発
行
号
よ
り
、「
●
月
号
」
の
表
記
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

３９

１０

　
発
行
頻
度
に
関
し
て
は
、
隔
月
発
行
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
定

ま
っ
て
お
ら
ず
、
不
定
期
発
行
で
し
た
。

　
印
刷
担
当
会
社
の
表
記
は
昭
和
　
年
８
月
号
（
　
号
）
よ
り
始
ま
り
、
こ
の

４２

２４

頃
は
羽
幌
印
刷
所
が
印
刷
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
紙
の
右
端
に
は
「
と
じ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
お
役
に
立

ち
ま
す
。」
と
、
広
報
誌
の
保
存
を
勧
め
る
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
時
期
も
担
当
者
の
人
数
は
不
明
で
す
。

《
主
な
出
来
事
》

・
前
田
広
紀
氏
か
ら
江
良
重
太
郎
氏
へ
村
政
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
（
昭
和
　
年
）

４６

・
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
（
昭
和
　
年
）

４６

吋

『
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
』
第
６
０
０
号
発
行
記
念
企
画

「
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
の
あ
ゆ
み

　
昭
和
　
年
に
「
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
　
年
…
。
こ
の
た
び
今
号
　
月
号
を
も
っ
て

３６

５７

１２

発
行
号
数
が
６
０
０
号
に
達
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
記
念
企
画
と
し
て
「
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、
村
内
で
の
主
な
出

来
事
を
併
せ
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
勝
手
な
が
ら
、
当
時
の
広
報
誌
の
特
徴
や
担
当
者
を
参
考
に
、
第
０
期
か
ら
第
　
期
の
期
間
に
分
け

１０

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第１号



右

　
第
 ２
 期
（
昭
和
　
～
平
成
９
年
）

４７

　
昭
和
　
年
４
月
　
日
発
行
号
よ
り
、
広
報
誌
の
発
行
頻
度
が
毎
月
１
回
ず

４７

１２

つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
誌
の
サ
イ
ズ
は
、
平
成
６
年
４
月
号
（
３
０
４
号
）
か
ら
Ａ
４
版
へ

変
わ
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
印
刷
担
当
会
社
に
関
し
て
は
、
昭
和
　
年
８
月
号
（
１
０
０
号
）
か
ら
羽

５１

幌
タ
イ
ム
ス
、
平
成
５
年
４
月
号
（
２
９
２
号
）
か
ら
留
萌
印
刷
（
株
）、
平

成
６
年
４
月
号
（
３
０
４
号
）
か
ら
再
び
羽
幌
タ
イ
ム
ス
、
と
い
う
風
に
、

比
較
的
短
期
間
で
印
刷
会
社
が
変
わ
っ
た
時
期
で
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
７

年
４
月
号
（
３
１
６
号
）
か
ら
は
、
初
め
て
村
内
の
印
刷
業
者
（
つ
つ
み
印

刷
）
が
印
刷
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
も
担
当
者
の
人
数
は
不
明
で
す
。

《
主
な
出
来
事
》

・
初
山
別
高
校
閉
校
（
昭
和
　
年
）

４８

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
４
０
０
０
日
達
成
　

　
　
※
当
時
全
国
一
の
記
録
（
昭
和
　
年
）

５１

・「
第
１
回
し
ょ
さ
ん
べ
つ
岬
ま
つ
り
」
開
催
（
昭
和
　
年
）

５２

・「
初
山
別
学
園
」
が
オ
ー
プ
ン
（
昭
和
　
年
）

５３

・
岬
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
昭
和
　
年
）

５８

 

・「
と
も
し
び
」
が
オ
ー
プ
ン
（
昭
和
　
年
）

６０

・
有
明
獅
子
舞
が
村
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
（
昭
和
　
年
）

６１

・
国
鉄
羽
幌
線
廃
止
（
昭
和
　
年
）

６２

・
し
ょ
さ
ん
べ
つ
天
文
台
オ
ー
プ
ン
（
平
成
元
年
）

・
江
良
重
太
郎
氏
か
ら
阿
部
稔
氏
へ
村
政
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
（
平
成
３
年
）

・
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
平
成
７
年
）

・
Ｍ
ｙ
 ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ
 ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
 登
録
開
始
（
平
成
７
年
）

・
岬
セ
ン
タ
ー
新
館
「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
」
オ
ー
プ
ン
（
平
成
８
年
）

・
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
平
成
８
年
）

・
第
　
回
北
海
道
む
ら
こ
ん
　
が
初
山
別
村
に
て
開
催
（
平
成
９
年
）

１１

２４

　

第
 ３
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

１０

１１

　
編
集
担
当
者
が
交
代
（
　
か
月
間
担
当
）、
平
成
　
年
１
月
号
（
３
４
９
号
）

１８

１０

か
ら
平
成
　
年
６
月
号
（
３
６
６
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

１１

《
主
な
出
来
事
》

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
）
落
成
（
平
成
　
年
）

１０

・
み
さ
き
台
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
（
平
成
　
年
）

１０

・
定
住
促
進
団
地
「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
」
造
成
（
平
成
　
年
）

１０

・
新
議
会
庁
舎
完
成
（
平
成
　
年
）

１１

第２００号
（昭和６０年７月号）

第３００号
（平成５年１２月号）

第１００号
（昭和５１年８月号）



　

第
 ４
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

１１

１３

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
平
成
　
年
７
月
号
（
３
６
７

２２

１１

号
）
か
ら
平
成
　
年
４
月
号
（
３
８
８
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

１３

　
ま
た
、
印
刷
会
社
が
、
平
成
　
年
４
月
号
（
４
１
２
号
）
よ
り
、
白
鴎
印

１５

刷（
株
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。

《
主
な
出
来
事
》

・
初
山
別
村
開
基
１
０
０
年

・
初
の
「
星
前
結
婚
式
」
が
開
か
れ
る
（
平
成
　
年
）

１２

　

第
 ５
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

１３

１９

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
「
 編
 （
ま
る

７４

へ
ん
）」
を
名
乗
り
、
平
成
　
年
５
月
号
（
３
８
９
号
）
か
ら
平
成
　
年
６
月

１３

１９

号
（
４
６
２
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
、
掲
載
写
真
撮
影
用
の
カ
メ
ラ
が
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
出
来
事
》

・
し
ょ
さ
ん
べ
つ
温
泉
「
岬

の
湯
」
オ
ー
プ
ン
（
平
成

　
年
）

１３

・
村
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
（
平
成
　
年
）

１４

・
有
明
中
学
校
閉
校
（
平
成
　
年
）

１５

・
初
山
別
浄
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
平
成
　
年
）

１６

・
豊
岬
保
育
所
閉
所
（
平
成
　
年
）

１８

・
阿
部
稔
氏
か
ら
宮
本
憲
幸
氏
へ
村
政
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
（
平
成
　
年
）

１９

　

第
 ６
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

１９

２２

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
平
成
　
年
７
月
号
（
４
６
３

３４

１９

号
）
か
ら
平
成
　
年
４
月
号
（
４
９
６
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

２２

　
な
お
、
こ
の
時
期
は
一
時
期
で
す
が
、
２
名
の
編
集
担
当
者
が
存
在
す
る

と
い
う
、
変
則
的
な
態
勢
で
し
た
。

《
主
な
出
来
事
》

・
道
内
　
番
目
と
な
る
道
の
駅
「
☆
ロ
マ
ン
街
道
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
オ
ー
プ
ン

９８

（
平
成
　
年
）

１９

・
豊
岬
中
学
校
閉
校
（
平
成
　
年
）

２１

・
村
政
施
行
１
０
０
年
記
念
式
典
（
平
成
　
年
）

２１

　

第
 ７
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

２２

２４

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
平
成
　
年
５
月
号
（
４
９
７

２４

２２

号
）
か
ら
平
成
　
年
４
月
号
（
５
２
０
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

２４

《
主
な
出
来
事
》

・
有
明
小
学
校
閉
校
（
平
成
　
年
）

２２

・
初
山
別
小
学
校
新
校
舎
落
成
（
平
成
　
年
）

２３

・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
（
平
成
　
年
）

２３

宇

第４００号
（平成１４年４月号）



　

第
 ８
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

２４

２５

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
平
成
　
年
５
月
号
（
５
２
１

１４

２４

号
）
か
ら
平
成
　
年
６
月
号
（
５
３
４
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

２５

　
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
２
回
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
度
目
の
変
更
後
の
表

紙
デ
ザ
イ
ン
が
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
で
運
用
さ
れ
る
メ
ー
ル
登
録
の
た
め
の
２
次
元
コ
ー

ド
が
表
紙
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
主
な
出
来
事
》

・
旧
有
明
小
学
校
が
改
修
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
エ
ル
ム
の
里
」
と
　

し
て
運
営
開
始
（
平
成
　
年
）

２４

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
０
０
０
日
達
成
（
平
成
　
年
）

２４

　

第
 ９
 期
（
平
成
　
～
　
年
）

２５

２７

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
　
か
月
間
担
当
）。
平
成
　
年
７
月
号
（
５
３
５

２４

２５

号
）
か
ら
平
成
　
年
６
月
号
（
５
５
８
号
）
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

２７

《
主
な
出
来
事
》

・
豊
岬
小
学
校
閉
校
（
平
成
　
年
）

２６

・「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
導
入
開
始
（
平
成
　
年
～
）

２６

・「
有
明
獅
子
舞
奉
納
」
再
開
（
平
成
　
年
）

２６

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
開
店
（
平
成
　
年
）

２６

・
金
比
羅
神
社
鳥
居
が
村
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
（
平
成
　
年
）

２７

　

第
 　
 期
（
平
成
　
～
年
）

１０

２７

　
担
当
者
が
交
代
し
ま
す
（
平
成
　
年
　
月
時
点
で
　
か
月
）。
ニ
ッ
ク
ネ
ー

３０

１２

４３

ム
「
Ｋ
」
を
名
乗
り
、
平
成
　
年
７
月
号
（
５
５
９
号
）
か
ら
現
在
ま
で
、

２７

担
当
を
継
続
中
で
す
。

《
主
な
出
来
事
》

・
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
が
改
修
さ
れ
、「
繋
小
屋
」
と
し
て
運
営
開
始

　
（
平
成
　
年
）

２８

・
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
さ
ま
る
」
誕
生
（
平
成
　
年
）

２８

・
６
０
０
号
（
平
成
　
年
　
月
号
）
の
発
行
を
迎
え
る

３０

１２

　
い
か
が
で
し
た
か
？

　
今
ま
で
様
々
な
担
当
者
が
バ
ト
ン
を
繋
い
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の

６
０
０
号
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
現
編
集
担
当
者
と
し
て
は
こ
の
１
冊

の
広
報
誌
も
特
別
な
モ
ノ
に
思
え
て
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
現
在
の
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
編
集
部
（
企
画
振
興
室
）
は

現
担
当
の
Ｋ
の
ほ
か
、
第
３
期
の
担
当
者
、
第
５
期
の
 編
 と
い
う
、
広

報
担
当
経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

烏

第５００号
（平成２２年８月号）



《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　びっくりしましたね、韓国の最高裁での判決。『宗教上の理由で徴兵免除』ですって。徴兵制

度が崩壊するのではないでしょうか。
　

　という具合に起こった事実は事実ですが、近未来予想は書き手によるミスリードです。これ

はネットニュースが発端だと思われます。一般の新聞は社会面・経済面・スポーツ面等がパッ

ケージになったものに対価を払いますが、ネットニュースは、その記事１件が何回読まれた

か？で対価が支払われます。これによりどれだけ人の目を引き付ける見出しにするか、話題を

呼ぶような過激な印象を持つ記事にするか、で閲覧回数が変わるのです。悪い事にこのネット

ニュースをテレビ（ワイドショー）が取り上げるので視聴者がミスリードされる恐れがあります。
　

　そもそもテレビも新聞も見ない人増えているらしいのだが、消費税１０％になるの知ってま

す？あっそういう人コラム読まないか。【古田】

＜ミスリードを考える＞

　皆さまこんばんは。佐藤です。付け合せのよく分からない葉っぱはとりあえず食べます。独

り言です。
　

　私はリサイクル懐疑派です。例えば「資源の消費を抑える」というような具体的な目的があ

り、「再製品化の過程および装置や工場の稼働維持に使う燃料としての資源の消費を考慮した

上で」その目的に合致するというところまで考えて進められているなら応援しますが、実際ど

うなの？と。私のこれも正しい保証はありませんが、常識は鵜呑みにしないで、自分なりのリ

サーチと考察からの主張を持つのが大事と思います。
　

　これに限らず、イメージは正しそうだけど実際どうなの？というような事象はたくさんあり

ますが、上のはなんとなく勉強したから疑えるのであって、そうでない場合、「常識を疑う」の

は非常に辛いことです。否定の声と眼差しを受けながら自分の理論だけを信じ続けないといけ

ないのですから。強くありたいものです。独り言でした。【佐藤】

＜常識に抵抗する難しさ＞

　皆さまこんにちは。齋藤です。

もう火を焚かないと寒くて凍えそうになってきましたね…

今年も雪かきの時期が来たなぁって思いますね　笑
　

　さて、報告が遅くなりましたが、１０月はハロウィンイベントを行い

ました！参加いただきました皆さま、有難うございました！連日天気

が悪かったので、あまり参加者は居ないかなぁなんて思っていました

が、４０人程来て下さり、無事に終えることができました！カボチャの

ランタン作りをしましたが、皆さん楽しんでいただいたみたいで良

かったです！
　

　さぁ、今年も雪かきがんばるぞ～～～！【齋藤】

＜ハッピーハロウィン＞　※執筆時はまだ１１月です

羽



　
糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
、
人
工

透
析
や
視
力
障
害
な
ど
、
病
気
で
苦

し
む
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
に
も

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病

の
何
が
怖
い
の
か
を
知
っ
て
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
高
血
糖
が
続
く
と
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
代
表
的

な
病
気
は
、
神
経
障
害
・
視
力
障
害
・

腎
不
全
・
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
認

知
症
・
神
経
障
害
に
よ
る
 壊
  疽
 （
特

え
 
そ

に
足
先
が
腐
っ
て
、
切
断
を
し
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
）
で

す
。
他
に
も
多
く
の
合
併
症
が
あ
り

ま
す
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

食
習
慣
と
運
動
習
慣
を
高
血
糖
改
善

の
両
輪
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
食
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
注
意

す
る
（
間
食
や
飲
み
物
の
糖
分
に

気
を
つ
け
る
）

②
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
す
る

③
炭
水
化
物
（
糖
質
）
や
脂
質
の
取

り
す
ぎ
に
注
意
す
る

④
食
物
繊
維
を
多
く
と
る

⑤
食
事
の
食
べ
方
を
工
夫
す
る

⑥
間
食
、
夜
食
に
注
意
す
る
（
寝
る

前
の
食
事
や
真
夜
中
の
食
事
は
血

糖
を
上
昇
さ
せ
、
体
重
を
増
や
し

ま
す
）

◎
身
体
活
動
不
足
解
消
を
３
ス

テ
ッ
プ
で

☆
ス
テ
ッ
プ
１

　
今
よ
り
１
日
　
分
多
く
か
ら
だ

１０

を
動
か
す

☆
ス
テ
ッ
プ
２

　
歩
行
か
そ
れ
以
上
の
強
度
の
身

体
活
動
を
一
日
　
分
（
ウ
ォ
ー
キ

３０

ン
グ
等
）

☆
ス
テ
ッ
プ
３

　
ス
テ
ッ
プ
２
の
運
動
を
週
１
５

０
分
以
上
行
う
こ
と
を
継
続
す
る

◎
体
重
管
理

　
朝
と
晩
の
２
回
、
体
重
を
は

か
っ
て
管
理
す
る
。

◎
た
ば
こ
を
吸
う
方
は
ぜ
ひ
禁

煙
を

　
禁
煙
外
来
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

を
利
用
す
る
。
吸
い
た
く
な
っ
た

ら
、
ガ
ム
や
干
し
昆
布
を
か
ん
だ

り
、
水
や
お
茶
を
飲
む
。

◎
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
ら

　
専
門
医
の
指
導
の
も
と
血
糖
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
糖
尿

病
は
重
症
化
す
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
生
活
で
き

ま
す
。

　
ま
ず
は
自
分
の
血
糖
値
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。（

保
健
師
　
本
間
）

こんにちは保健師です

糖尿病の重症化を防ぎましょう
～空腹時血糖１００mg/ｄｌ以上・ＨｂＡ１Ｃ５．６％以上・尿糖＋以上は異常値～

迂



　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
、
林
業
退
職
金
共
済

制
度
（
林
退
共
制
度
）
に
加
入
し
て

い
た
方
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求

手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い

方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま

た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、

被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
儿
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
儿
　
儿
１

２４

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

電
話
 ０
３
儿
６
７
３
１
儿
２
８
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

 ０
３
儿
６
７
３
１
儿
２
８
９
０

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

h
ttp
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w
w
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
　
歳
以
上
　
歳
未
満

２０

６０

の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国

２０
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
！

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

２０

６０

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取

れ
ま
す
。

【「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付

猶
予
制
度
」】

◆
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

◆
「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

５０

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
平
成
　
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、

２８

　
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対

３０象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等

に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
健
康
福
祉

係
（
６
７
儿
２
２
１
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 ☆
降
雪
期
に
お
け
る
事
故
の
防
止

　
例
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中

の
転
落
や
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
の

下
敷
き
に
な
る
事
故
が
発
生
し
て
い

る
ほ
か
、
暴
風
雪
に
よ
る
車
両
立
ち

往
生
で
命
を
落
と
す
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

毅
雪
下
ろ
し
は
複
数
人
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
、
ハ
シ
ゴ

や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
作
業
中
に
は
ハ
シ
ゴ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０

雨



を
支
え
た
り
、
通
行
人
等
の
安
全
を

監
視
す
る
補
助
者
を
配
置
す
る
ほ
か
、

高
所
か
ら
の
転
落
防
止
措
置
を
確
実

に
講
じ
ま
し
ょ
う
。

毅
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を
確

か
め
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
機
を
使
用
し
た
除
雪
作
業
で

は
衣
服
を
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
下
敷

き
に
な
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
時
は
、
作
業
に

適
し
た
服
装
と
周
囲
の
安
全
を
確
認

し
、
そ
の
場
を
離
れ
る
時
に
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

毅
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
暴
風
雪
で
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ

た
時
は
、
吹
雪
で
見
通
し
が
悪
か
っ

た
り
、
道
路
上
の
吹
き
だ
ま
り
で
車

が
立
ち
往
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

車
が
立
ち
往
生
し
た
場
合
に
備
え
、

車
内
に
は
防
寒
着
や
長
靴
、
手
袋
、

ス
コ
ッ
プ
、
牽
引
ロ
ー
プ
等
を
車
載

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
飲
酒
運
転
の
根
絶

毅
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
！

　
飲
酒
運
転
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故

を
引
き
起
こ
す
悪
質
、
危
険
な
運
転

行
為
で
す
。
お
酒
を
飲
む
と
わ
ず
か

な
量
で
も
運
転
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
重
大
事
故
を
起
こ
す
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
平
成
　
年
　
月
１

２７

１２

日
施
行
「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
一
人

一
人
が
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
全

体
で
飲
酒
運
転
根
絶
の
気
運
を
高
め

ま
し
ょ
う
。　

毅
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象
！

　
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ
け
で
は

な
く
、
周
り
の
人
に
も
重
い
処
罰
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
車

を
運
転
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
お
酒

を
提
供
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
で
い

る
人
に
車
を
提
供
し
た
り
、
飲
酒
運

転
の
車
に
同
乗
す
る
と
、
た
と
え
お

酒
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

毅
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
で

飲
酒
運
転
を
防
止
！

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、

そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届

け
る
こ
と
で
す
。
お
酒
を
提
供
す
る

お
店
の
方
は
、「
お
客
さ
ん
が
車
で

来
店
し
て
い
な
い
か
」
を
確
認
し
て
、

飲
酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
羽
幌
警
察
署

０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
毎
年
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
が
落
ち

て
、
歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
死

亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故

を
無
く
す
る
た
め
に
、
特
に
次
の
こ

と
に
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
屋
根
の
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
が
道
路

に
落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴

う
事
故
を
避
け
る
た
め
、
雪
止
め

を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ

が
足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど

が
さ
び
つ
い
た
り
古
く
な
っ
た
り

し
て
切
れ
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
必
ず
点
検
し
て
、
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に
修
繕
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根

か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
供
を
絶
対

に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
交
通
事
故
・
交
通
障
害
防
止
の
た

め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地

内
の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
留
萌
開
発
建
設
部
・
留
萌
振
興
局
・

　
羽
幌
警
察
署
・
初
山
別
村
）

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷
に
よ

る
危
険
防
止
な
ど
の
お
願
い

卯



気象台ひと口メモ　～冬型の気圧配置～

鵜

　この時期になると、天気予報では必ずと言っていいほど「西高東低の冬型の気圧配

置」という言葉が出てきます。これは文字の通り西側に高気圧、東側に低気圧がある

気圧配置で、主に北西からの冷たく強い風が吹くのが特徴です。冬期間に「西高東低」

となりやすいのは、大陸が冷やされることで空気が重く

なり、優勢な高気圧が形成される一方、低気圧がオホー

ツク海から千島列島付近に発達しながら進むことが多く

なるためです。

　

　大陸からの冷たい風が日本に来るには、途中必ず日本

海を通ります。ここで大量の水蒸気を補給し、この水蒸

気が冷やされることで雲が次々と発生し、日本列島に流

れ込んで雪を降らせます。この時の雲は風が強いため細く筋状になるのが特徴で、

「西高東低の冬型の気圧配置」は長いときには１週間ほど続くため、限られた同じ地

域に雪雲が入り続けると、局地的な大雪をもたらすことがあります。

　

　「西高東低」は、強い寒気を流入させ、暴風雪や大雪をもたらし生活に大きな影響

を与えることになり、「クリスマス寒波」や「年末低気圧」と呼ばれ報道されること

もあります。

　気象情報を参考にして暴風雪・大雪の際は行動を控える他、行動をする場合には被

害に備えた準備を心がけてください。

　

　気象台では、１２時間に降る雪の量が留萌管内や上川北部では５０センチ以上、その他

の地域では４０センチ以上と予想した場合には大雪警報を発表します。大雪警報や大雪

注意報が発表された場合は、大雪による交通障害などに警戒または注意して下さい。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　　　　　　　　　　　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　これからの時期、通行止めや吹雪・停電などが発生しやすくなります。災害発生に備

えて、次のようなものを準備しておきましょう。

【家庭でできる「防災」】

毅懐中電灯 毅カイロ 毅毛布 毅携帯ラジオ 毅電池　

　また、各自治会において「自主防災組織」を立ち上げると、村の支

援金制度を使って前述したような備品を備えることができます。詳細

については、役場企画振興室までお問い合わせください。

災害に備えましょ災害に備えましょうう



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひ と の う ご き

～平成３０年１１月末～

人口と世帯数
人口 １,１７５人 （△８人）
 男 ５６６人
 女 ６０９人
 世帯数 　５３６世帯 （△７世帯）

（　） は前月比

転　　入

１１／６　青　柳　千　代（初山別）

おくやみ

１１／２３　渡　辺　光　雄

　　　　　　　　　８９歳（有　明）

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370
一人で悩まず、まずは相談して下さい。

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３１年１月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（４日・１８日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２３日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２３日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（２２日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（８日）〇

整形専門外来

予約制

８：００～１１：００
大野医師（１０日）〇予約

優先 覺田医師（７日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（４日・１８日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（８日・２２日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制渡部医師（８日・２２日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師（４日・２１日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（８日・１５日・２２日・２９日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（８日・１５日・
　１６日・２２日・２９日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１０日・１７日・２４日・３１日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（１６日・３０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇皮膚科（毎週金曜日）

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に

則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。

窺

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

＊12月２９日～１月３日は外来休診日です。

＊平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後「フレイル

外来」始めました！

＊予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診は

月～金曜日実施しています。

　詳細についてはお問い合わせ下さい。



　初山別村民憲章　　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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広
 報
 し
 ょ
 さ
ん
 べ
 つ
 　
　
　
  
　
 平成
三
十
年
十
二
月
十
一
日
発
行

１２

 ２０１８
№
６００

丑

Ｋ
の
潜
入
記
○
 

　
～
Ｋ
と「
地
域
特
有
」の
モ
ノ
～

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
担

当
者
の
Ｋ
と
申
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
地
域
特

有
」
の
モ
ノ
は
、
村
民
歴
５
年
目
の

Ｋ
が
最
近
知
っ
た
ご
当
地
限
定
品

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
郵
便
局
の
日
付
印
に

ご
当
地
風
景
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
豊
岬
郵
便
局
で
、
こ
の
「
風
景

印
」
を
作
ろ
う
と
計
画
し
た
の
は

２
年
ほ
ど
前
。
わ
り
と
最
近
で
す
。

最
初
は
天
文
台
を
絵
柄
に
し
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
初
山
別
郵
便
局

が
一
足
早
く
風
景
印
の
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
入
れ
て
い
た
と
か
。

　
そ
こ
で
現
局
長
は
、
絵
が
得
意

な
元
局
長
に
金
比
羅
神
社
の
絵
柄

作
成
を
依
頼
し
、
そ
の
絵
柄
を

使
っ
た
風
景
印
を
作
成
し
て
、
平

成
　
年
　
月
１
日
付
け
で
登
録
し

２８

１２

ま
し
た
（
郵
便
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
す
る
と
ヒ
ッ
ト
し
ま

す
）。

　
も
ち
ろ
ん
今
も
こ
の
風
景
印
は

使
わ
れ
て
お
り
、
郵
便
物
に
関
係

な
く
窓
口
で
「
記
念
に
押
し
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
地
元
を
大
切
に
す
る
地
域
の

「
記
念
品
」
の
響
き
は
や
っ
ぱ
り

良
い
も
の
で
す
ね
。

金
比
羅
神
社
デ
ザ
イ
ン
の
切
手
も

存
在
し
ま
す
。 ３３

● 今月の主な行事予定 ●
（１２／１１～１／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１２月号）１１昇

　

月

１２

乳幼児健診１２昌

予防接種
村議会定例会

１３昭

１４晶

１５松

１６掌

１７捷

健診結果説明会１８昇

ほしっこくらぶ１９昌

２０昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２１晶

２２松

２３掌

２４捷

２５昇

広報しょさんべつ配布（新年号）２６昌

予防接種２７昭

役場仕事納め２８晶

２９松

３０掌

大晦日３１捷

元旦１昇

１

月

２昌

３昭

成人式４晶

５松

６掌

役場仕事始め
出初式（消防・救難所）

７捷

８昇

乳幼児健診９昌

予防接種１０昭

広報配布（お知らせ版）
海上安全祈願祭

１１晶

「減災研修会」開催 
　「みんなで試そう、おいしい防災備蓄」を

テーマとした減災研修会が自然交流センター

にて開催されました。

　会では北海道地図（株）より講師を招き、間

もなく完成する初山

別村ハザードマップ

の解説や備えておく

べき防災用品などに

ついて説明した他、

自主防災組織の説明、

北留萌消防によるＡ

ＥＤの使い方の説明

なども行われました。

　また、日赤奉仕団

による炊き出し訓練

では、サバイバルフーズの説明のほか、アル

ファ米の試食を体験しました。

　参加された皆さんの減災意識の向上につな

がったのではないでしょうか。（１１月２２日）

「初小まつり」開催 ！
　初山別小学校児童らによる「初小まつり」

が開催されました。会場の体育館には宝探し

ゲームやお化け

屋敷など、４つ

の店が出現。各

店は１年生から

６年生までの縦

割り班によって

運営されており、

児童は接客係や呼び込み係など、自分の役割

を一生懸命担っていました。（１１月７日）


